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沈み込み帯では地球内部構造が強い3次元不均質性を持っている。そのため、この地域の地震の震源パラ

メータや断層破壊過程の研究においては、3次元不均質構造をもとにして生成した計算地震波波形による解析

が欠かせない。このとき計算波形の精度が不十分であると、解析結果にバイアスを生じたり分解能に制約を受

けたりする可能性がある。とくに短周期（短波長）の計算波形の精度に限界がある場合は、短波長現象である

破壊現象の考察や、地震発生場の短波長構造の考察において分解能のうえで制約となる可能性がある。そこで

我々は、プレート沈み込み型の巨大地震である2011年東北地方太平洋沖地震の震源域において、周期数秒か

ら10秒程度の計算波形の精度を向上させることを目的として、波形トモグラフィーによって地球内部構造モデ

ルを改良する研究を続けている。これまでに周期7秒程度の波動場について海溝付近の浅い地震と陸上観測点

との間での感度カーネルを調べ、直線経路に関して非対称なパターンや屈曲したパターンになることを見出し

てきた（地震学会2020年秋季大会発表など）。これは、短周期地震波においては横方向に均質な構造モデル

を用いたトモグラフィーでは波動伝播状況を再現できないことによるバイアスが入る可能性を示唆する。 

 

上記のようにこれまでの検討は周波数領域で行ったが、今回はより詳細に波動場の状況を把握するために、時

間領域の波動伝播の検討を行った。例として、2011年東北地方太平洋沖地震の震源域で発生した浅い地震

（2003/11/01、Mw5.8）とF-net観測点TYSのペアについて中心周期7秒の波動伝播のスナップショットを調

べたところ、平均的な群速度が2km/s程度以下の後続表面波群については、直線経路に関して北側の波動場の

振幅が相対的にやや強くなっていることがわかった。経路の北側は南側よりも海溝に近づいており、経路上の

海水層や堆積層が南側よりも厚くなっている。そのため北側の方が短周期地震波の励起が強くなる可能性

や、あるいは波の振幅も大きくなるということの結果として、これらの波動場が感度カーネルの非対称なパ

ターン形成に寄与した可能性が示唆される。発表では他の震源・観測点ペアの例も含めて時間・空間波動場の

様子を議論して、波形トモグラフィーに向けた考察を行う。 
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